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第１５期ＬＯＭ中期ビジョン策定の意義

　１９５２年、日本で２８番目、道内では４
番目のＬＯＭとして、網走青年会議所は創立
されました。当時の網走では、丘陵に囲まれ
た平地の少ない地理的条件のための住宅難、
他都市へのアクセスや市内のインフラ整備、
酷寒地の生活環境改善など諸問題は山積であ
りました。「環境の改善」と「まちの発展」を
願い、当時の青年経済人は立ち上がったので
す。青年の手で、「未来の網走を創ろう」「未
来の北海道を創ろう」「未来の日本を創ろう」
青年会議所が掲げる、社会的・国家的・国際
的な責任を自覚し、英知と、勇気と、情熱をもっ
て、明るい豊かな社会を築き上げるために、
その第一歩が標されたのです。

　青年会議所にしかできないこととは何で
しょうか。私たちの組織は単なるまち興しの
団体ではありません。まちが抱える課題の調
査・研究を繰り返し、課題解決に向けて運動
を展開する。そして、しっかりと運動を検証
し次代へつなげるからこそ、まちを変え、ひ
とを変えることができる唯一無二の団体が青
年会議所です。

　創立当時にまちが抱えていた課題である物質的、経済的な豊かさを目指していた時代から、時代の変化とともに
地域に根差したまちづくり運動や青少年育成、時代に即した広報運動を推進し、現在に至ります。その歩みの中で
社会環境は変化し、特にテクノロジーの進化により、家庭、地域、国家等の共同体に対する個人の認識に変化が起
きました。現在の問題を網走青年会議所の視点で分析し、２０２２年～２０２６年の５年間における私たちの運動
の方向性を共有することで、この５年間に連続性のある運動を展開することができるのです。

　そのために、一般社団法人網走青年会議所第１５期ＬＯＭ中期ビジョンをここに策定します。
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地域課題に対する見解

　網走市が誕生した昭和２２年は、戦後の世の中にあり、社会全体が、まさに「明るい豊か
な社会」の実現という明確な目標がありました。さらには、地域で商いを行う誰しもがリー
ダーであり、個々の成長が公の成長につながる時代だからこそ、個と公の調和した、市民同
士の一体感がありました。当時の苦労を知る先輩諸兄からすると、食べることや暮らしにお
ける物質的な不安がない現在の世の中は夢の世界であるかもしれません。しかし、生活が豊
かである現在だからこそ、地域が抱える課題や不安を市民が「他人事」のようにとらえ、社
会や他人のことを考えず、自分の利益や快楽だけを追求した利己主義な市民が増えていると
考えます。地域課題に対し、誰かがやってくれるという他人事な意識の蔓延が行きつく先は、
家庭、地域、さらには国家という公の崩壊にほかなりません。

　現在の網走市において、自らの生活に直接関わる食欲や物欲などの基本的な欲求はある程
度満たされていますが、網走に限らず地方の最大の問題は人口減少であります。地域経済を
縮小させ、地域経済の縮小が市の財政、消費、雇用、産業、教育等、あらゆる分野に波及し
て、さらなる人口減少を引き起こします。しかし負のスパイラルを止めることは困難であり
ますが、経済に目を向け、社会水準の維持を図るには、限られた労働力でより多くの付加価
値を生み出し、一人あたりの所得水準を高めることが可能となります。一方で、幅広く様々
な人々が集う多様性に富んだ地域を創っていくことが求められます。また、起業率に関して
は全国平均が５．０４％なのに対し、網走市は３．６４％と全国に比べ低く、新たなことに
挑戦しやすい地域とは言えません。

　新型コロナウイルス感染症の拡大が地域経済に対して甚大な影響を与えましたが、一方で
地方への移住の関心の高まりやテレワークなどの新たな働き方などの意識・行動変容をもた
らしています。さらに５年間の間に網走市役所が新庁舎へとなり、大きくまちが変わる転換
期となることで、ＩＴ技術を浸透させ人々の生活をより良いものへと変革させるＤＸについ
ても、網走市と協働し推し進める必要があります。

　テクノロジーが進化しても共同体との関わりから生じる、皆の役に立ちたい、認められた
いという欲求を満たそうとする人は多くはありません。これは私たち会員にも言えることで
あり、私たちが共同体、すなわち市民や青年会議所会員同士の関係を意識して行動しないか
ぎり課題の解決にはつながりません。
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夢を抱き挑戦へ

　「最近の若者には夢がない」と言われる現代において、本当に夢がないのでしょうか。戦後の日本や、バブルに沸い
た時代ならば、夢はすぐに見つかりますが、経済や地域課題、未知のウイルスによる脅威など、先行きが不透明な現
代では、夢をもつことはおろか、安定を求めて周囲と同じ価値観をもつようになります。夢をもつことには、その時
代や社会環境に左右されるものであり、現代において夢がないのではなく、夢を見つけにくい時代であると考えます。

　夢は見るものではなく、叶えるものです。夢をもつことで明日につながる希望と未来がもてるので、生きるエネルギー
となり、明日を見ている人ほど、プラス思考でやる気が出てくるものなのです。夢が希望となり人生を切り拓く原動力
となるからだけではなく、どんな夢や希望をもつかによってその人の「生き方」の方向性が決まります。やりたいこと、
興味関心のあることは自分の才能のありかを示しています。

　「夢」は必ずしも具体的な職業や職
種、役割に限りません。具体的な職業
を夢としている場合「どうしたらなれ
るか」「そのために今やるべきことは」
「どんな学校に行けばよいか」といっ
た “方法” を考えてしまい、具体的す
ぎる望みはそれ自体が制限になるので
す。しかし、本質的な部分には、「人
の役に立ちたい」「みんなが喜ぶ顔が
見たい」「世界を変えたい」という感
情があるのです。少し抽象度を上げて、
本当の望みを理解することで、視野が
広がり、将来の選択肢が増えるのです。

　上記で述べたように、夢はその置かれた社会環境によって影響されるものであるのであ
れば、夢をもちやすい環境を作り出すことが、それぞれ個人の夢の実現につながり
ます。さらに、個人の夢は多くの人々の心を揺さぶり、ひいては
地域社会にも影響を及ぼすことで、私たちが思い描く
「明るい豊かな社会」へとつながる社会
変革運動となるのです。
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挑戦できる地域へ向けて

　「がんばりたい」という感情が「挑戦」への第一歩であり、私たちがやるべきことは、「がん
ばりたい」の種を植えてあげることが大切なのです。

　新しい挑戦をすることは成長するうえでの喜びでもありますが、挑戦にためらう人も少な
くない。社会は新しい感覚を求めて若い世代の教育を政策として進めているものの、挑戦に
消極的な若者に対して、どのような方法でやる気を出してもらえるのか戸惑いを感じる親、
教育者といった大人がいます。しかし、挑戦に対する意欲が他ならぬ「環境」によって削が
れている可能性に注目するべきだと考えます。

挑戦しない若者の心理的なハードルを感じる理由として「失敗をして信頼を失い評価が落ち
るのが怖い」という感情があります。これは、結果を重視しすぎる社会の体質 や個人の意識
は 若者を萎縮させ、可能性をつぶしてしまっている恐れがあります。また、中々成果が出な
いという目先のことにとらわれず、「失敗してもいいからやってみろ！」という度量をもっ
た人間力開発も必要です。また、「認められている実感がない」という日頃の生活で認めら
れてもいないのに、新しいことに挑戦などできるわけがない、挑戦を許してもらえるわけが
ないという意識があることもわかりました。

若者にもっと挑戦してほしいと感じているからこそ、小さなことでも相手を「認め」「褒める」
反骨精神の時代ではなくなった今ではあるが、「褒めて伸ばす」ことが大切なのかもしれま
せん。周囲から認められ自己肯定感が満たされれば、「がんばりたい」という気持ちも自ず
と膨らんでくるものではないだろうかと考えます。

　また、社会の課題と長期的な視点を考えるうえでＳＤＧｓの「持続可能な開発目標」を踏
まえ、「誰もが夢を抱き挑戦できる」社会の実現を目指している本ビジョンで掲げる各運動
の方向性は、ＳＤＧｓの理念と整合するところがあることから、ＳＤＧｓの達成に資するもの
と考え、未来のニーズを損なわずに、現代のニーズを満たす内容での事業構築を実施してい
きます。
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課題解決へ向けた行動指針

　網走青年会議所の普遍的な目標である「明るい豊かな社会」の実現に向けて、私たち青年会議所会員を含めた市民が、
地域社会に対し積極的に関わる中で芽生える、他者への思いやりから始まります。それぞれが地域課題に向き合い、共同
体に対し当事者意識をもって積極的に関与することが必要であり、そのためのまちづくり運動は、市民や青年会議所会員
それぞれに的確な人間力開発が必要です。
我々は、変化の激しい社会環境の中だからこそ、未来は誰の手の中にもあるという思いを広め、個人が夢を抱き、他者の
ために行動する喜びがチャレンジする原動力となることから社会変革への第一歩とします。

第１５期ＬＯＭ中期ビジョンで描く２０２６年の到達点を「誰もが夢を抱き挑戦できる網走の創造」とし、その目標に向
け運動を展開していきます。

 まちづくり 人間力開発 組織（網走ＪＣ） 

市民 

・まちの新たな価値を発掘する 

・地域課題への当事者意識を育

む 

・地域連携から青少年が挑戦す

る意識をもてる環境の創造 

・未来を見据えた可能性の共有

し新たなことにチャレンジす

る意識を高める 

・日本人、網走人としてのアイ

デンティティを確立し、帰属意

識を醸成する 

・家庭、学校、地域の更なる連

携から、青少年が挑戦する意識

をもてる環境を創造する 

・ＪＣのブランディング 

・インターネット、各種メデ

ィアを使用した運動発信 

・持続可能な組織であるため

の会員拡大 

青少年 

・青少年が夢を抱き、具現化へ

向けた行動へとつなげる 

・多様な視点を取り入れた教育

を確立する運動 

 

・新たなことにチャレンジする

意識を高める 

・日本人、網走人としてのアイ

デンティティを確立し、帰属意

識を醸成する 

・ＪＣのブランディング 

・インターネット、各種メデ

ィアを使用した運動発信 

メンバ

ー 

・地域の課題を自分事として捉

える 

・社会の変化を的確にとらえる 

・地域の可能性を最大限に活か

す 

・社会の変化を的確にとらえる

人材の育成 

・組織の魅力を理解し、想いを

拡大する 

・確固たる国家観・歴史認識と

確かな主権者意識の醸成 

・規律や礼節を備え、行動に

よって地域から信頼される

人材の育成 

・会員同志の仲間意識を強固

にする 
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（１）誰もが夢を抱ける地域への挑戦

２０２０年に改訂された第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中で、各地域がそれぞれの特徴を活
かした自律的で持続的な社会を創生する政策に以下の４つがあります。
　「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする」
　「地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる」
　「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」
　「ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる」
地方の稼ぐ力、官民協働や地域間連携、民間の創意工夫が必要とされている中で、どれだけの市民が地域の
ために行動しているでしょう。まちに対して市民が夢を抱き、行動する市民が増えた先には、人口減少、少
子高齢化をはじめ、様々な問題を解決する糸口となりえます。
また、国はテクノロジーの実装に向けて各地域の実情に合った形で推進していくと示しています。網走市に
おいてはデジタル人材などの専門技術を持った人材の育成・確保、データ活用基盤の環境整備や、ＡＩの活
用といった、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０を推進することで、今後出現する革新的な技術を迅速に取り入れ、地域
の課題解決や魅力の向上に向けた取組につながると考えます。
まずは私たちが住む網走、北海道、日本に対する帰属意識である「誇り」と、社会の課題に対する当事者意
識をもたなければなりません。よって私たちは地域の魅力を最大限に活かし、誰もが夢を抱ける地域に向け、
以下の運動を展開します。

①網走の歴史、伝統、文化を踏まえ、まちの新たな価値を発掘する運動
②地域課題の認識をもち、共同体に関心をもつ、当事者意識を育む運動
③未来を見据えた可能性の共有と、新たなことにチャレンジする意識を高める運動
④青少年が夢を抱き、具現化へ向けた行動へとつながる運動
⑤家庭、学校、地域の更なる連携から、青少年が挑戦する意識をもてる環境の創造へ向けた運動
⑥日本人、網走人としてのアイデンティティを確立し、帰属意識を醸成する運動
⑦夢を描き挑戦する意識を育成するために、多様な視点を取り入れた教育を確立する運動
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（２）挑戦し続けるリーダーへ向けて
まちづくりを行う上で、私たちＪＡＹＣＥＥ一人ひとりが、リーダーとして研鑽を積み、資質の向上を図る
ことで、率先して未来を見据えた行動をしていく必要があります。それにより市民からの「信頼」を得たう
えで運動を行い、まちに対し行動する市民を増やし、個と公の調和した地域を創造します。

　１，組織運営について
会計
　会計面では常に適正さを維持し、事業実施に向けては費用対効果の精査を行い、実施後の検証においてしっ
かりと決算金額と事業の成果について検証し、次年度以降へ引き継ぐことを重要視していきます。

諸会議運営
　諸会議の運営において、円滑かつ活発な議論を行うには、時代や社会の変化に合わせ柔軟かつ明確な規則を
定め、全会員で共有することが必要です。また、議案書のフォーマットについてもしっかりとした規則に基づき、
信憑書類、予算書等の取扱いを明確化し、単年度制である中でも継続して運用を図ることで、諸会議運営の強
化を図るべきであります。諸会議の規則の中には、三役会、理事会、総会における事前の資料配信を行う上で、
上程スケジュールの規則についても、会員の共有を図ることが必要です。
　この先もコロナウイルスの蔓延により、対面での会議、運動が困難であることが予想されます。未曾有の事
態でも私たちの運動を止めないために、リモート会議の配信環境や方法について、常に最善の手法を検討し続
けることが求められます。
　変化の多い時代であることを踏まえ、規則についても常に検証し、見直しを図りながら、私たちが時代の先
駆者として、他団体の手本となるような組織を運営していきます。

委員会運営
　委員会の運営について、網走ＪＣのみならず各地ＬＯＭにおいて、会員数の減少から、入会２年目のメンバー
が委員長になる状況が多くなりました。さらにコロナウイルスの影響によりリモートでの委員会が増えたこと
もあり、ＪＣの根幹である委員会の在り方が変わってきています。対面で行う委員会が減ってしまっていること、
リモート開催によりセレモニーの割愛など、諸先輩諸氏から培われてきた本来あるべき委員会を経験できてい
ないメンバーが増えてきました。今一度委員会の在り方について真摯に向き合うことが求められます。委員会
メンバー一人ひとりに主体性を与え、自由にアイデアを出せる環境を創ることが大切であり、会員同志の仲間
意識 ( メンバーシップ ) を創り出すことで、組織化を図ることが必要です。

①確固たる国家観・歴史認識と確かな主権者意識の醸成
②地域の課題を自分事として解決策を導き出すことのできる人材の育成
③社会の変化を的確にとらえ、可能性を最大限に活かせる人材の育成
③規律や礼節を備え、行動によって地域から信頼される人材の育成

（３）市民から信頼を得られる組織へ



Vision　１０　

　会員拡大には、数値目標が必要であり、近年行われた運動の中でも大きな運動の機会となった北海道地区大
会網走大会が行われた２０１５年が４２名であったことを踏まえ、今後このような大きな運動を展開して行く
上での指標とし、５年間の目標会員数を４２名とした中で、目標入会者数は最低でもプラス２４名の継続的な
会員拡大を実施する必要があります。４２名までのプラス２４名という数字は、現在の会員が５年後も在籍し
ているということが前提であり、入会してくれた同志が青年会議所の魅力を知る前に退会してしまうという状
況を無くすためにも、会員が積極的に運動を展開して行ける環境の整備も必要であると考えます。全会員が運
動に参画し達成感を感じることが重要であり、各事業において対内目的については、今以上にメンバーの成長
に重点を置く必要があります。さらに事業の計画には、各メンバーの意見や想いを集約し、全員が組織の運動
を理解したうえで実施していくことが必要です。

　地域から信頼される活動・運動が、網走青年会議所というブランドとなるために全会員が青年会議所の伝達
者となる覚悟をもって、常に会員拡大を実践していきます。

２，情報発信について
　私たちの想いを広げるには、広報が必要不可欠であります。当たり前ですが情報は見てもらわなければ効
果は表れず、毎年行う広報活動だからこそ、しっかりとした計画と、素直な検証を繰り返し、市民に向け網
走青年会議所たるものを発信し続けることが必要です。

３，会員拡大について
　人口減少が進む中、市民意識変革運動を進めるうえで、会員拡大は最も重要な課題であり、新たな同志が青
年会議所に入会したいと思ってもらうことは、まさに市民意識変化運動であり、最大のＪＣ運動となります。
私たちの運動・理念に共感し行動する市民が増加することは組織にとって価値があるだけではなく、入会を決
意した市民の人生において変化が生まれ、まちにとって大きな効果を生み出すのです。
　会員数の減少が全国的に課題となっている中で、大きな運動を展開していくためには、共に活動・運動する
同志を増すことが必要です。今後５年間のうちに卒業する会員数は２２名であり、現在の会員は１１名しか残
らないことになります。

①組織の発展のため、ＪＣのブランディングを行い魅力ある組織を作る運動
②インターネット、各種メディアを使用した運動発信の実施

年 度 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 

卒業前人数 34 32 26 21 18 13 

卒業人数 2 6 5 3 5 2 

 

４，公益社団法人日本青年会議所北海道地区協議会との連携
　「公益社団法人日本青年会議所北海道地区大会」これは北海道地区協議会の集大成として、全道の会員が一
同に会する大会であります。１９５２年に札幌で第１回の地区大会が開催され、札幌以外の地域で初めて開催
に手を挙げたのが網走青年会議所です。１９５５年第４回大会網走大会の主管をして以来、網走青年会議所は
６度の主管を経験しています。さらに近年では毎年、網走青年会議所から地区役員を輩出し続け、全道に網走
青年会議所の存在を示してきました。北海道地区協議会との連携や道東エリアとの連携により、多くの魅力に
あふれたメンバーとの出会い・経験を積み重ねることが個人の成長であり、しいては網走青年会議所に新たな
風を吹き込み運動の推進力となるのです。
　そのためにも中期ビジョンに掲げた運動を推し進め、網走青年会議所の挑戦、そして会員それぞれの挑戦の
場としていきます。



Vision　１１　

「千日の稽古を鍛とし、万日の稽古を錬とす」
　江戸時代初期に活躍した二天一流の剣豪宮本武蔵は、自身が書き記した五輪書の中で、このような
記述を残しています。この言葉の中の「鍛」「錬」の二文字から「鍛錬」という日本語が生まれました。
これは、継続的な努力の大切さを説いた言葉であり、物事を極めるには長い鍛錬が必要になってくる
ということを説いたものです。
　まちづくりにおいても、同じことであり、単年度制の青年会議所運動も、毎年毎年の積み重ねが網
走市を作り上げてきました。困難な時代を乗り越え、諦めずに継続した運動を大切に、ＪＡＹＣＥＥと
しての誇りをもちながら、英知と勇気と情熱にあふれる運動を展開し、挑戦し続けることが私たちの
責任と覚悟であります。

【むすびに】

網走青年会議所は第１５期ＬＯＭ中期ビジョンとして
　
　　「すべての市民が地域に誇りをもち、
　　　　　　　夢を抱き挑戦できる社会の創造へ向け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動を展開します。」

　　　　　　　を掲げ、その実現のために邁進いたします。



Vision　１２　

「我々は、誇りあるＪＡＹＣＥＥとして、誰もが夢を抱き挑戦できる網走の
　　　　　　　　　　　　　　　創造に向け、誠意を貫き通し行動することを宣言する」

【解　説】
■我々は、誇りあるＪＡＹＣＥＥとして
この宣言は、網走青年会議所の宣言であります。よって「我々は」とは、網走青年会議所に所属する会員のことを指
します。さらに、ただ青年会議所という組織に属している会員ではなく、誇りと伝統ある網走青年会議所の会員であり、
宣言冒頭でそのことを明記します。

■誰もが夢を抱き挑戦できる網走
２０２２年～２０２６年の 5年間における網走青年会議所の目標、到達点を明記しました。ビジョン本文にある通り、
我々は今後 5年間で、誰もが夢を抱き挑戦できる網走を創造するべく、運動を展開していきます。

■創造に向け
「創造」とは、「新しいものを初めてつくりだすこと」という意味であり、これからの網走を新しくつくっていくとい
う気概を込めて、この言葉を使用しました。
「向け」とは、あるものに対して動くことを意味しており、会員がそろって同じ方向に進むイメージで、この文言を使
用しました。
■誠意を貫き通し
「誠意」とは私利・私欲を離れて、正直に熱心に事にあたる心という意味であります。それは自己犠牲や慈悲の心など、
無私の精神で人のために尽くすということではなく、他者を思い行動する意識を常に持つことで、他者と協力し合う
ことができ、視野も広く、正しい判断ができるのです。
「貫き通す」には、第１５期ＬＯＭ中期ビジョン達成に向け行動する中で、あきらめず最後までやり抜く気概を表しま
した。
網走ＪＣ宣言の中で、会員がどのような意識をもち行動するか明確にするうえで、この文言を使用し、誠心誠意向き
合うことが必要です。

■行動することを
７０年という永きにわたり、社会問題を調査・研究しながら、そのための運動を展開してきたのが網走青年会議所で
あります。これからも我々に求められているのは、まちを変え、ひとを変える行動であり、絶えず運動を行っていくには、
失敗を恐れず行動し続けることが必要です。

■宣言する。
宣言とは、それ自体が守らなければならない、守るための努力をしなければならない約束の表明であります。「宣言」
という言葉のみに終わらないよう、この網走ＪＣ宣言を会員が繰り返し精読することで、指針を常に心得るものにし、
それを踏まえた実践を積み重ねなければならなりません。

２０２２年～２０２６年　網走ＪＣ宣言


